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１． はじめに 

三重県では，平成 29 年度に「みえ産学官技術

連携研究会」を発足させ，県内企業，大学等の高

等教育機関，行政機関，支援機関等と連携・協働

し，県内企業の新たな挑戦を支援している．本連

携研究会は，技術分野横断的な研究会活動を主体

として，多様な機関が有機的に連携し，企業の課

題解決や産学官の戦略的な取り組みを通じ，地域

イノベーションの創出を目指すものであり，地域

資源，基盤技術，成長分野および広域連携の 4 つ

の研究会が設置されている． 

窯業研究室では，地域資源研究会に属する検討

会のひとつとして，県内窯業関連企業の課題発掘，

陶磁器・セラミックスに関連した技術情報の提供

や特定研究課題に取り組む「窯業技術検討会」を

開催している．今年度は，これまでの検討会で抽

出された課題に対し，企業との個別の検討会を実

施し，共同研究などにより課題解決を図った．ま

た，地域全体の課題である陶磁器製造時の低炭素

化に関しては，平成 30 年度に採択された環境省

CO2 排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事業

に引き続き産学官で連携して取り組んだ．  

 

２． 検討会の開催と共同研究の実施 

これまでに，多くの企業や関係機関が参加する 

 

形式で，検討会を 5 回開催し，最新の研究事例や

窯業研究室の研究シーズの紹介，参加者との意見

交換を行ってきた．今年度は，これまでの検討会

で抽出された課題として，電磁調理器（IH）に対

応する陶磁器製品の開発に関して，県内陶磁器製

造企業との個別の検討会を実施した．その検討会

で議論を重ね，結果として，陶磁器の IH 調理対

応技術の開発に関する課題解決型共同研究を 3 件

実施した． 

 

３． 環境省事業の取り組み 

平成 30 年度より，陶磁器産業界の省エネルギ

ー化・低炭素化を目指し，窯業研究室，国立大学

法人三重大学大学院生物資源学研究科，浅岡窯業

原料株式会社，有限会社泰成窯の 4 者で，「製造

プロセスの省エネルギー化による CO2 低排出型

陶磁器製造技術の開発・実証事業」に取り組んで

いる．本プロジェクトは，バイオマス由来原料と

陶磁器素材の複合化 1, 2)による製造工程の簡略化

と，素材開発による本焼成温度の低温化技術 3-5)

をベースに，陶磁器の焼成プロセスの CO2 排出量

を最大 40 %削減する技術開発・実証を行う．今年

度は，製造工程の簡略化と低温焼成化を組み合わ

せることで，41.7 %の CO2 排出量削減を実証し

た． 

 

４． まとめ 

今後も本検討会の開催を通して，県内陶磁器関

＊  窯業研究室 

＊＊ 窯業研究室伊賀分室 
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連企業の課題やニーズの発掘，情報提供，企業と

の共同研究や支援を行い，地域産業の活性化につ

なげていく． 
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